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研究成果の概要（和文）：本研究は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が日本の疾病負荷にもたらした影
響を多角的に分析したものである。感染症データの統計モデリングにより、超過死亡の推定や感染拡大の予測を
行った。また、コロナ禍における非感染性疾患の疾病負荷増加と関連するリスク要因の分析、日本の保健分野の
政府開発援助の動向分析なども行った。これらの成果は、政策立案者や一般市民に有益な情報を提供し、ウィズ
/ポストコロナ時代の保健医療政策の課題と将来展望を提示するものである。最新の世界疾病負荷研究の枠組み
を用いた分析では、新型コロナが平均寿命や健康寿命に一定の影響を与えたことが示された。

研究成果の概要（英文）：This study comprehensively analyzed the impact of the novel coronavirus 
disease (COVID-19) on the burden of disease in Japan. Statistical modeling of infectious disease 
data was used to estimate excess mortality and predict the spread of infection. The study also 
analyzed the increase in the burden of non-communicable diseases during the COVID-19 pandemic and 
the associated risk factors, as well as trends in Japan's official development assistance in the 
health sector. An analysis using the latest framework of the Global Burden of Disease study showed 
that COVID-19 had a certain impact on life expectancy and healthy life expectancy. These findings 
provide valuable information to policymakers and the general public, presenting challenges and 
future prospects for health care policies in the with/post-COVID-19 era.

研究分野：保健政策

キーワード： 疾病負荷　国際保健　外交と開発援助　食・栄養科学　パンデミック　災害・健康危機管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、国や自治体の保健医療政策立案や評価に直接活用されるだけでなく、一般市民の健康リテラシ
ー向上にも役立てられることが期待される。特に、超過死亡の推定モデルの開発や、非感染性疾患の疾病負荷増
加に関する分析は、学術的にも高く評価された。また、日本の保健分野の政府開発援助の動向分析は、グローバ
ルヘルス政策の策定に有益な情報を提供した。研究代表者がG7グローバルヘルス・タスクフォースの構成員に選
出されたことで、研究成果を政策提言に直接反映させる機会を得た。今後も引き続き、疾病負荷研究を推進し、
エビデンスに基づく保健医療政策の実現に貢献していくことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
21 世紀に入ると、世界中で疾病負荷（burden of disease）の評価とその分析が急速に進展して
いる。これは、疾病やそのリスク要因が人々の死亡や障害にどれほど寄与しているかを、障害調
整生存年（DALYs: disability-adjusted life years）という指標を用いて定量的に測定し、保
健政策や医療介入の優先順位を科学的に定めるための試みである。特に世界保健機関（WHO）、世
界銀行などの国際機関は、この疾病負荷の概念を積極的に推進しており、多国間での健康格差の
解明や健康改善へ向けた具体的な政策提案の根拠としている。  
 
この研究の動機は、WHO や世界銀行が主導した Global Burden of Disease（GBD）研究に由来し
ている。1990 年代初頭から始まった GBD 研究は、世界中の疾病や死亡要因を綿密に分析し、そ
の後数年おきに更新される大規模なデータベースを提供している。これにより、国際的な健康問
題の優先順位設定や、リソースの配分に関する政策決定に大きく貢献している。現在 GBD は米国
ワシントン大学の保健指標評価研究所（IHME）が統括を行っている。 
 
日本においても、この国際的な流れに乗り、国内の具体的な疾病負荷の状況を明らかにする必要
があった。日本は 1980 年代以降、長寿国として知られるようになったが、高齢化の進行と共に
非感染性疾患の増加、新たな健康リスクの出現が課題となっている。これらの変化は、日本国内
での医療費の増大や公衆衛生政策の見直しを必要としており、より精密な疾病負荷のデータが
求められているのである。  
 
研究の先駆けとして、研究代表者らが参加する GBD の枠組みを用いた国内プロジェクトが行わ
れた。このプロジェクトでは、日本全国 47 都道府県の詳細な疾病負荷データを収集し、それを
分析することで、地域間の健康格差や主要なリスク要因を特定した。これらの研究成果は国内外
で高く評価され、疾病負荷の国際比較においても重要な基準となっている。また、日本の独自の
健康課題への対応策を科学的に導き出すための基盤データとして、政策立案者や研究者に広く
利用されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、過去の研究成果を基に、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）がもたらした新たな
保健医療の課題に対処するための実証的な分析を行うことを目的としている。この目的の達成
には、疾病負荷の詳細な調査と分析が必要であり、特に新型コロナウイルスと共存する新しい社
会構造に適応した保健医療政策の開発が求められている。本研究は、日本のみならず全世界に対
する疾病負荷データの提供を目指しており、これにより地域ごとの適切な介入策や政策の策定
に役立つ情報を提供する。 
 
具体的には、以下の三つの主要な目的を追求した。第一に、新型コロナウイルスの疾病負荷とそ
れに関連するリスク要因の定量的な推定を行った。これには、疾病発生の動向、死亡率、および
障害の程度を詳細に分析し、それらが公衆衛生に与える影響を明らかにすることが含まれる。第
二に、新型コロナウイルス流行に伴う超過死亡および過少死亡の推定を行い、パンデミックが他
の疾患に与える間接的な影響を評価した。これにより、疾病管理と予防策の改善に資するデータ
を提供する。第三に、2050 年までの疾病負荷の将来シナリオを作成し、現行の政策や将来の健
康介入が疾病負荷にどのような影響を与えるかを予測した。これには、生活習慣病のリスク要因
の変動を考慮に入れた詳細なモデリングが含まれる。 
 
以上の研究目的を達成するために、国内外の疾病負荷研究の枠組み（特に GBD2019 や GBD2021）
を活用し、最新のデータと先進的な統計手法を用いて、疾病負荷およびその決定要因の精密な分
析を行った。この分析結果は、政策立案者、保健専門家、そして一般の人々にとって貴重な情報
源となり、より効果的で効率的な保健介入の実施を可能にする。また、この研究は、日本が直面
する急速な人口高齢化や慢性疾患の増加などの課題に対する具体的な対策を提案し、将来的な
公衆衛生の脅威に対する国のレジリエンスを向上させるための基盤を築くことを目指している。 
 
３．研究の方法 
本研究は、多様な量的分析手法を活用し、新型コロナウイルス感染症に関連する疾病負荷の詳細
な推定とその公衆衛生への影響を評価することを目的とした。このために、以下の具体的な研究
手法を採用した。  
 

 疫学データの収集と分析: この研究は、厚生労働省や各自治体から提供される公開デー
タをはじめ、疫学的な研究データベースから得られる情報を基にしている。新型コロナ
ウイルスに関連する感染症データ、死亡率、治療成績などの情報を集約し、疾病の流行
パターンを解析する。これには、時間的変動や地理的分布の分析が含まれる。  

 
 統計的および計量経済学的モデリング: 感染症データに基づき、統計学的手法を用いて、



感染拡大の動態をモデル化する。このプロセスでは、時空間モデルやベイズ統計モデル
を使用し、疾病のリスク要因や伝播のパターンを予測する。  

 
 データビジュアル化とツールの開発: 分析結果をより理解しやすくするために、インタ
ラクティブなビジュアル化ツールを開発し、これをウェブベースのプラットフォームで
提供する。これにより、研究者、政策立案者、一般市民がデータを直感的に理解し、利
用することが可能となる。  

 
 国際的な研究との連携: GBD 研究チームや他国の研究機関との協力を通じて、国際的な
データを比較・分析する。この連携により、国際基準に則った研究方法を確立し、日本
のデータだけでなく、世界的な視点からの分析を行う。  

 
４．研究成果 
本研究において特に大きな反響を呼んだのは、コロナ禍における超過死亡の推計モデルの開発
とその応用に関する研究である。地理的に局所的なアウトブレイクを検出可能にする数理モデ
ルを構築し、これがアウトブレイクの早期警告や予防策の立案に貢献することを示した。また、
実データを用いて、パンデミック初期から 2021 年 6 月までの日本全国および 47 都道府県での
超過死亡を推定し、日本の超過死亡が欧米諸国に比べて比較的少ないことを定量的に初めて明
らかにした論文として高い評価を受けた。さらに、本研究は日本における新型コロナウイルス感
染症の多角的な疾病負荷を分析し、感染リスクや重症化のリスクに関する国民の認識、死亡率、
交通事故の発生状況、予防行動の実態、性感染症の報告動向、脳血管疾患に関連する死亡の変化
など、新型コロナが健康や社会に与えた影響を幅広い観点から明らかにした。これらの知見は、
日本におけるコロナ禍の疾病負荷を総合的に理解し、将来のパンデミック対策や健康政策の策
定に寄与することが期待される。  
 
また、本研究では、イギリスのエコノミスト誌の政策分析プロジェクトと協働し、パンデミッ
クによる経済影響予測の報告書を発行した。感染率シナリオを複数設定し、各国の現在の労働
生産性レベルに応じて、2025 年における GDP への影響を評価している。従来の研究とは異な
り、新型コロナが経済活動に及ぼす将来的な影響に焦点を当てた本報告書では、新型コロナに
よる労働時間の損失（新型コロナ後遺症も含む）を考慮し、2025 年時点の GDP への影響を評価
している。4つのモデル国家を設定し、新型コロナの感染率が将来的に「現状維持」「改善」
「悪化」するシナリオごとに影響を評価した結果、日本を含む比較的に高い感染率と高い労働
生産性を特徴とする国では、最も経済的な損失が多いことが報告された。それぞれのシナリオ
で、新型コロナ流行以前から直後の傾向を元に予測される 2025 年 GDP と比較して、GDP 減は-
0.76％、-0.68％、-0.84％であった。特に失われた労働時間の大部分は、感染や後遺症に伴う
休職と関連しており、死亡よりも多かったという結果が得られた。本報告書は、新型コロナ感
染者が一時的にも仕事を休まざるを得ないレベルの重症化を防ぐ戦略が重要であることを示唆
している。また、政府や社会、そして人々が、新型コロナにより受ける経済的影響や、別の感
染症がもたらす健康危機を最小化するための検討材料となり、レジリエントな社会への貢献が
期待される。 
 
加えて、日本における近年の非感染性疾患（NCDs）の疾病負荷増加と予防可能なリスク要因の増
加に関する論文を発表した。高齢化に関連する認知症や、糖尿病等の慢性疾患の疾病負荷の急激
な増加、それらに寄与するリスク要因の増加、そして健康格差の拡大の 3つの課題をハイライト
した。特に、予防可能な代謝リスク要因（高血圧、高血糖、高 BMI、腎機能障害、高 LDL コレス
テロール、低骨密度など）や行動リスク要因（喫煙、飲酒、高ナトリウム食、全粒穀物の低摂取
など）への曝露が特に日本では大きく増加しており、これらのリスクが NCDs の疾病負荷増加に
寄与している可能性がある。この論文では、厚生労働省の健康政策「健康日本 21」の第三期に
向けた提言を行い、実際に第二期の評価や第三期政策の立案に活用された。新型コロナウイルス
パンデミックのような将来の健康危機に対してより強靭な国にするために、公衆衛生の取り組
みを強化することが不可欠である。喫煙や飲酒対策の世界的な教訓が示すように、人口の健康に
重大なリスクがある場合や、リスクの改善により劇的な健康改善が期待できる場合には、政府は
規制、課税、補助金を通じて協調行動をとる必要があるかもない。また、長寿化と人口高齢化に
伴い、NCDs による障害が健康損失の大部分を占めるようになり、障害の転帰と慢性疾患を管理
できる保健サービスへの需要は、政府のより強力なコミットメントを必要とするだろう。 
 
さらに、コロナ禍における日本の新しいグローバルヘルス政策の策定に向けて、これまでの日本
の保健分野の政府開発援助（ODA）の動向をまとめた論文も発表し、政策立案者に有益な情報を
提供した。例えば、我が国の保健 ODA 配分は、昨今の被支援国の急激な疾病構造の変化（感染症
から NCDs へ）に対応しておらず、健康ニーズとの整合性が取れていないことを明らかにした。
加えて、日本からの保健 ODA 配分の被支援国間のバラツキも、その配分における公平性を評価す



る基準とされている健康・経済ニーズでは説明ができなかったことも明らかにした。また、これ
までの研究成果が評価され、研究代表者は 2023 年の G7 広島サミットの国際保健アジェンダを
検討する「G7 グローバルヘルス・タスクフォース」の構成員に選出された。これにより、研究成
果を政策提言に直接反映させる機会を得た。今後も様々な政策対話の場で、より多くの政策立案
者に研究成果を伝えていく予定である。  
 
本研究では一貫して、政府統計やオープンデータ等を活用し、公衆衛生学、疫学、統計学、数学
の手法を駆使して、コロナ禍における日本の保健医療政策の課題に対する実証的分析を行なっ
てきた。最終年度においては特に、最新の世界疾病負荷研究（Global Burden of Disease 2021）
の枠組みを用いて、新型コロナウイルス感染症自体の疾病負荷やリスク要因の推定を行った。そ
の成果は、権威ある医学誌ランセットに 6 編の論文として掲載された（一部は受理済で出版待
ち）。その一環で、1990 年から 2021 年までの日本の疾病負荷の変化を分析し、新型コロナウイ
ルスパンデミックが平均寿命や健康寿命に一定の影響を与えたことを示した。パンデミックの
直接的・間接的な影響が健康に不均等に分布し、既存の社会経済的不平等を悪化させている。
NCDs は高い負荷であり続け、特にアルツハイマー病、糖尿病、慢性腎臓病、COPD、膵臓がんの対
策が引き続き重要である。 
 
これらの一連の研究を通して、新型コロナが日本の疾病構造や健康格差、医療提供体制に与えた
影響を定量的に明らかにし、with/post コロナ時代における保健医療政策の課題と将来展望を疾
病負荷の観点から提示することができた。本研究の成果は、国や自治体の保健医療政策立案や評
価に直接活用されるだけでなく、一般市民の健康リテラシー向上にも役立てられることが期待
される。今後も引き続き、疾病負荷研究を推進し、エビデンスに基づく保健医療政策の実現に貢
献していきたい。 
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